ＤＯＳ・審判員のお仕事

DOS・審判員の1日の流れを簡単に説明致します。

まずは、

	午前の部の集合時間は9時10分で、競技開始が9時30分です。

	　　午後の部の集合時間は13時40分で、競技開始が14時です。


当日の朝や、午後の部の開始前には競技運営委員会より緊急の連絡が入る場合もございますので、携帯電話の電源は常に入れておいてください。

会場に到着したら

○朝は８時５０分ぐらいには会場に到着しておいてください。レンジ番の方が準備していたら手伝って頂くようお願いします（人数不足のためレンジ番が１人しかいないレンジ校もございますので）。

↓

○ＤＯＳはレンジ番の方より、スコアカードなどが入った封筒を受け取ってください。また、５０ｍのＷＷＬやＷＬの無いレンジもありますので、応援者がどのエリアまで入れるか（混雑を避けるため）などの指示をレンジ番より受け、開会式の前後に各校にその旨を伝えて頂くようお願いします。

↓

いよいよ競技開始

9時10分（午後の部は13時40分）になったら、各校代表者と記録員を集合させ、レンジ番から受け取った封筒から、スコアカードとメンバー表を各校代表者に配布します。また、各校から記録員を1名ずつ選出してもらい（人数不足の大学には記録補助員としてレンジ番の方に記録員をして頂きます）、記録用紙3枚を配布します。3枚のうち1枚はDOSに提出してもらう用です。つまり、記録員2名のうち1人が１枚、もう１人が２枚の記録用紙を書いて頂くことになります。

↓

9時30分（午後の部は14時）の競技開始に間に合うように開会式を行います。

競技中

◇競技中は、DOSはやや強めぐらいでしっかりと笛を吹き、行射を管理してください。この時に、笛を吹く回数を間違えないようにお願いします。
◇行射時間中、DOSは基本的に時間計測に専念してください。弓具破損した選手への対応や時間外発射などを判断するのは２名の審判員です。

　　　例：弓具破損をした選手がシューティングライン上でうろたえていたり、弓具破損をアピールしてきたら、近くの審判員はすぐにその選手の方に「ウェイティングラインまでお下がりください」と言って、行射時間終了後にDOSが弓具破損の対応をしてください。

　　　例：残り３０秒ぐらいから、DOSはタイマーを見ることに専念し、選手の方を見る余裕がなくなりますので、審判員の方はシューティングライン上に残っている選手に注目し、DOSが行射終了の笛を吹くのを聞き、時間外発射を判断してください。判断基準ですが、笛が鳴るのと同時に矢を発射（リリース）した場合は時間外発射です。つまり、鳴り始めと同時に発射すれば時間外発射となります。

　　　　　時間外発射と判断した場合は、しっかりと当該選手に宣告し（言いづらい時はDOSを通して宣告してもらってもかまいません）、採点の際に最高点が削除されているかを確認するために立ち会ってください。時間外発射と判断した場合は、しっかり宣告してください。

◇DOSは競技中に、選手から何か要望があった場合はレンジ番の方や審判員と協力して対処してください。

※また、雷が鳴る、人がレンジ内に進入したなどの場合は、ためらわずに行射中断の笛を５回以上吹き、選手の安全・会場の安全に努めてください。安全第一でお願いします。

競技終了後

競技終了後、記録席に得点報告を終えた選手のスコアカードを回収し、スコアカードの記入に不備がないかを確認する。両校のスコアカードを回収したら、DOSと審判員で手分けしてスコアカードの合計得点に計算間違いがないかを確認する。この再計算の作業は時間をかけて頂いても構いませんので、しっかり計算してください。
△この間に、DOSの方は各校代表者の方にリーグ戦意見書またはExtra Match意見書を記入していただくように言ってください。

△再計算の作業が終了したら、各校代表者を呼び、得点を確認していただきサインをもらってください。　　　　　　　　　　　　　↓

閉会式を行います。

↓

△DOS報告書を記入する。

△DOSの方は、DOS報告書（１枚）・リーグ戦またはExtra Match意見書（両校あわせて２枚）・スコアカード（全部）・記録用紙１枚（残りの２枚は両校にお渡しください）・メンバー表（両校あわせて２枚）を回収して元の封筒に入れてください。午前の試合の場合はその封筒をレンジ番の方に渡してください。午前のレンジ番の方は、預かった封筒を午後の試合が始まる前か、午後の試合終了後に会場にいる封筒を管理する係りに当たっている学連員にお渡しください（午後の試合の場合は、ＤＯＳが直接学連員に封筒をお渡しください）。

これで、DOS・審判員のお仕事はおしまいです。お疲れ様でした。

　　　　　　

